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八木章先生は,平 成24年3月 をもって本学経営学部 を退職 されま した。八

木先生 は,平 成17年4月 に経営学部助教授 として就任 された後,平 成21年 に

教授 に昇格 され,平 成22年 か ら特任教授 と して2年 間,教 鞭をとられま した。

近畿大学での在職期間は7年 間とな りますが,本 学における先生の教育・研究

活動 に対す るご功績を讃え,こ こに退任記念論文集を贈 るものであ ります。

八木先生 は,昭 和42年3月 に慶慮義塾大学商学部を ご卒業後,同 年4月 に

竹中工務店 に入社 され,昭 和56年4月 に同社の本社情報セ ンター開発部開発

課長,技 術研究所管理部長 を経て,平 成11年4月 に本社人事企画部長の要職

につかれ,乎 腕 を振るわれま した。竹 中工務店 における人事畑で永年培われ

た経験が,本 学経営学部のキャ リア ・マネ ジメン ト学科 における教育 ・研究

活動 のなかに遺憾 な く発揮 されたことはいうまで もあ りません。

八木先生の教育 ・研究活動 につ きま しては,一 貫 して人 的資源 の活用 とい

う視点か ら人材教育論 が展 開されま した。 その研究の成果 としては,ご 高著

『キ ャリア ・マネ ジメン トー企業 ・大学 ・公的機関の取 り組み一』をあげるこ

とができます。先生 のご研究では,人 材教育の問題を企業 ・組織 の立場 に焦

点 をあてることによ り,「企業 ・組織の取 り組み と しての基盤整備活動 と促

進 ・支援活動」,「企業の人材教育の事例」 が取 りあげ られています。 さらに,

人材教育の問題 を大学 の取 り組みと公 的機 関の取 り組みについて検討 され,

キャ リア教育,キ ャリア ・マネ ジメン ト教育の重要性 が説かれています。本

学経営学部 では,平 成17年 にキ ャリアマネ ジメン トコースを設置 し,平 成19

年 にはキ ャリア ・マネジメ ン ト学科 としてスター トした経緯があ りますが,

そこでのキ ャリア ・マネ ジメン トはキ ャリア論 と人材 マネ ジメン ト論 を統合

した見方が とられています。八木先生 が取 り組まれた人材教育論 は,キ ャリ

ア ・マネ ジメン トの中核をなす研究領域であ り,こ の学科の多 くの科 目群 も



これか ら派生 しているといえます。

八木先生 には,現 在 のキ ャ リア ・マネ ジメン ト学科 の土台作 りに積極 的

に関与 されたことはもとよ り,キ ャリア ・サポー ト・オフィスの開設,イ ン

ター ンシ ップ先 の開拓等 に並 々な らぬ ご尽力 を賜 りました。具体的 に述べま

す と,先 生独 自の実務経験 を活か し,ご 自分のゼ ミ生 のみな らず,幅 広 く来

談者 に対 して も,就 職相談 や面接,エ ン トリー シー ト添削等,き め細やかな

指導 を行われ ました。 インター ンシ ップにつきましては,キ ャリア ・サポー

ト・オ フィスにお られるキ ャリア ・ア ドバイザーの協力を得 て,受 け入れ企

業の開拓か ら,派 遣学生の事前,期 中,事 後の面談指導を精力的に行 うこと

により,先 生はイ ンターンシップの教育をキ ャリア ・マネ ジメン ト学科のユ

ニークな実践領域の科 目の一つに育て上 げられ ました。学内活動 につきま し

て も,先 生 は経営学部の学生委員会の就職 ・イ ンター ンシ ップ委員長 と し

て,学 部 の諸行事 に参画 され,さ らには全学の就職委員会 において経営学部

のイ ンター ンシップの取 り組み事例等を紹介 し,全 学 の意識の高揚 に貢献 さ

れました。

八木先生は,キ ャリアコンサルタン ト,産 業カウンセ ラーとして,日 本産業

カウンセ ラー協会等に所属 されてお られます。 これ らの所属 団体 に対 して,

大学のキャリア ・マネジメン ト分野の新 しい取 り組みをアピール され,経 営

学部 の進取 の精神 について高 い評価がえ られたと聞き及んでいます。また,

先生 は,財 団法人竹 中育英会の評議員 として,社 会における人材育成事業の

企画 ・運営に深 く関与 されま した。

応対 は身辺に生 じるさまざまな問題 に応 じて きびきびと処理することを,

辞令 は自分 自身の考えを表現す ることを意 味す るものであ りますが,に こや

かに人 と接す る先生の応対辞令のお姿 は,ま さに人材 マネ ジメン トのプロと

しての風格が漂 うものであ りました。先生 がご退職な さることは,ま ことに

寂 しさの感がつのるばか りでございますが,先 生が本学経営学部 に残 された

良 き遺産を引き継 ぎ,さ らにそれを発展 させてい く所存で ございます。先生

には,こ れまでの教育 と研究への ご尽力 に感謝の念を申し述べ ます とともに,



これか らも健康に留意 され,な お一層 のご活躍を心 よりお祈 り致 します。併

せて,こ の記念号に玉稿をお寄せ いただいた執筆者の各位な らびに編集委員

会の労 に対 し,心 よ り厚 くお礼 申 し上げます。

平成24年11月

近畿大学経営学部長

山 口 忠 昭


